
《今月の海上安全標語》 ～ ビューンと絶好調!! ～
エンジンなどの機械類は日々のメンテナンスで変わりますよね～。
沖でのトラブル防止のためにも、是非、出港前の点検を！

では、今月も安全操業で！ෆௐφシ�  今日΋ͩؾݩ  Τンジンੌい��ෆௐφシ�  今日΋ͩؾݩ  Τンジンੌい��

燃油高騰！ 動けぬ漁船！燃油高騰！ 動けぬ漁船！

流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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ฌݿの漁業ਓのͨΊの৘報ࢽ

燃油高騰！動けぬ漁船！

7・15 全国一斉休漁
強力な燃油対策の早急実施を要望！

漁業存続の危機！

発行（Ұࡒ）兵庫県水産ৼۚجڵ
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新年のご挨拶
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൒Նੜʹλίを৯΂Αう！  ～明石市漁業組合連合会の取り組み～
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ॷのシンϙδ΢Ϝ ～社領 弘氏（JF一宮町）が発表～
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ハタハタ（新Թઘ奢ɾ඿ࡔ漁港）

かͬͺかͬͺ

શޭڠړࠃ࿑ऀදজ�～ＪＦ富島 小西組合長が受賞～
ฌ̘̟ݿ ձྲྀަڀݚ߹ಉ૊ڠ̘
ʮ΀Γͬ ΀Γͬ ！ΞαϦͷ०をຯΘ͓う！ʯ
～西宮市貝類館で料理教室を開催～
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表紙の言葉

（写真提供：ＪＦ兵庫漁連 西上 幸作氏）

　９月１日（月）から解禁となった但馬地区の沖合底曳網
漁業。
　写真は浜坂漁港のもので、2日朝に行われた初競りでは、
ハタハタをはじめ、カレイやノドグロなどを、仲買人たち
が次々に競り落とす姿が見られ、浜は活気に溢れました。
　日本海側で一般的なこの魚は、呼び名も多いが食べ方
も多彩です。
　一夜干し、煮付けをはじめ、刺身、寿司、“しょっつる”（秋
田県の魚醤）の材料にも使われるなど、広く愛される美味
しい魚です。
　今年の“初ハタハタ”はもう食べられましたか？

「ハタハタ」（新温泉町・浜坂漁港）

No.695   September. 2014

　

戦
後
生
ま
れ
の
僕
、
玉
音
放
送
や
終
戦
の
虚
脱
感
は
知
ら
な
い
が
、

駅
や
繁
華
街
で
、
片
手
、
片
足
、
片
目
を
失
っ
た
、
白
い
病
院
服
を
着

た
傷
病
兵
さ
ん
が
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
き
な
が
ら
施
し
を
求
め
て

い
る
光
景
は
、
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
陸
軍
の
重
爆
撃
機
や
海
軍
の

戦
闘
機
乗
り
の
叔
父
さ
ん
達
か
ら
聞
い
た
戦
争
の
生
々
し
い
話
も
あ
っ

た
が
、
な
ぜ
兵
隊
さ
ん
が
街
頭
で
こ
ん
な
こ
と
を
…
…
と
幼
心
に
考
え

た
こ
と
も
。

　

ノ
モ
ン
ハ
ン
で
完
敗
し
た
陸
軍
、
５
・
15
や
２
・
26
で
テ
ロ
ル
に
怯
え
る
政
治
。
７
月
７
日
に
始

ま
っ
た
日
中
戦
争
、
３
ヶ
月
で
終
わ
る
と
豪
語
し
た
大
将
も
い
た
。
欧
州
で
は
ド
イ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス

に
上
陸
し
ド
イ
ツ
の
勝
利
で
戦
争
が
終
結
す
る
と
の
情
報
が
。
時
代
に
遅
れ
る
な
と
、
三
国
同
盟
を

締
結
。
ア
メ
リ
カ
の
反
発
は
な
い
は
ず
だ
と
の
読
み
で
、
仏
印
南
部
ま
で
進
駐
し
た
日
本
軍
。
結
果

は
正
反
対
。
ア
メ
リ
カ
と
の
ト
ッ
プ
会
談
も
実
現
せ
ず
、
戦
争
へ
突
入
。
南
方
か
ら
の
資
源
調
達
計

画
は
、
輸
送
船
の
消
耗
率
が
こ
の
程
度
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
都
合
で
作
成
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
輸
送
船
の
護
衛
は
気
に
か
け
な
か
っ
た
と
か
。
あ
れ
だ
け
戦
争
に
反
対
し
て
い
た
海
軍
三
羽

ガ
ラ
ス
も
、
初
め
の
１
年
な
ら
ば
暴
れ
る
と
、
無
責
任
に
も
戦
い
に
突
入
。
戦
争
終
結
に
あ
た
っ
て

も
、
日
本
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
か
ら
届
け
ら
れ
た
ヤ
ル
タ
会
談
の
情
報
は
日
の
目
を
見
る
こ
と
な

く
、
ソ
ビ
エ
ト
に
終
戦
の
仲
介
を
申
し
出
る
。
不
都
合
な
真
実
は
隠
蔽
し
、「
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
」

と
都
合
の
良
い
情
報
だ
け
で
作
戦
を
進
め
て
き
た
。
結
果
が
８
月
15
日
だ
っ
た
。

　

戦
後
、
奇
跡
的
に
復
興
し
た
日
本
経
済
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
で
ラ
ジ
オ
を
作
ろ
う
と
、
大
胆
な
発

想
。
Ｓ
社
の
理
想
工
場
は
こ
れ
を
実
現
、
そ
し
て
ウ
オ
ー
ク
マ
ン
は
世
界
を
制
覇
し
た
。
続
く
日
の

丸
半
導
体
も
世
界
を
席
巻
。
製
造
業
は
大
き
く
躍
進
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
数
十
年
。
世
界
を
制
覇
し
た
Ｓ
社
は
本
業
の
テ
レ
ビ
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
の
赤

字
で
苦
し
み
、
家
電
下
郷
で
巨
額
投
資
に
失
敗
し
た
Ｐ
社
は
リ
ス
ト
ラ
に
奔
走
。
半
導
体
メ
モ
リ
ー

大
手
の
Ｅ
社
は
ア
メ
リ
カ
資
本
が
買
収
、
マ
イ
コ
ン
の
Ｒ
社
は
官
製
フ
ァ
ン
ド
の
傘
下
で
再
出
発
と

不
本
意
な
敗
戦
は
続
い
た
。
そ
し
て
も
の
づ
く
り
の
景
色
は
様
変
わ
り
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
、
新
聞
に
こ
ん
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。「
シ
ャ
ー
プ
と
サ
ム
ス
ン
電
子
の
双

方
に
取
引
の
あ
る
部
材
メ
ー
カ
の
幹
部
は
い
う
。
サ
ム
ス
ン
は
「
売
れ
る
液
晶
が
よ
い
液
晶
」
と
考

え
る
が
、シ
ャ
ー
プ
は
「
よ
い
液
晶
は
売
れ
る
は
ず
」
と
考
え
る
。
技
術
を
極
め
よ
う
と
す
る
シ
ャ
ー

プ
の
職
人
魂
に
は
共
感
す
る
。
だ
が
、
そ
の
考
え
方
で
は
今
の
シ
ャ
ー
プ
は
救
え
な
い
」
と
か
。

　

環
境
が
激
変
す
る
時
代
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
「
強
い
も
の
が
生
き
残
る
の
で
は
な
い
。
変
化
で
き
る

も
の
だ
け
が
生
き
残
る
」と
い
う
。
そ
う
い
え
ば
、世
界
一
速
い
男
ウ
サ
イ
ン
ボ
ル
ト
は
い
っ
た
。「
強

い
か
ら
勝
っ
た
の
で
は
な
い
。
勝
っ
た
か
ら
強
い
の
だ
」
と
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

せ
み
の
無
機
質
な
鳴
き
声
で
暑
い
夏
が
始
ま
っ
た
。

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

監
事
　
笹 

倉
　
邦 

夫

	 ２	 ようそろ
	 ３	 但馬地区の沖合底曳網漁業・ベニズワイガニ漁が解禁
	 	 第12回	ＪＦマリンバンク全国大会
	 ４	 「吉岡	修一氏旭日中綬章受章祝賀会」が開催される
	 ５	 平成26年度	兵庫県立水産技術センター研究発表会	開催
	 	 今年も開催！	平成26年度	マリンスクール
	 ６	 青壮年部員らが出張料理教室
	 	 「平成26年度	摂津播磨地区漁協青壮年部連合会	視察研修会」開催
	 ７	 築地市場と東京シーフードショーを視察
	 	 生鮮食品の機能性表示	来春にも解禁か？（コラム）
	 ８	 公明党兵庫県本部視察研修に来館
	 	 シンポジウム「豊かな瀬戸内海の再生」開催
	 ９	 ハバロフスク友好提携45周年記念兵庫県民交流団へ参加
	 10	 10月は全国漁船安全操業推進月間です！
	 12	 10月は「地球環境時代！新しいライフスタイル展開キャンペーン」月間です
	 	 海難事故をなくそう
	 13	 兵庫JCC通信
	 14	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
但
馬
で
は
３
ヶ
月
の
休
漁
期
を
経
て
、
９
月

１
日
（
月
）
か
ら
但
馬
地
区
の
主
幹
漁
業
で
あ

る
沖
合
底
曳
網
漁
業
と
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
カ
ゴ

漁
業
が
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。

　
沖
合
底
曳
網
漁
の
初
セ
リ
は
、
９
月
２
日

（
火
）
に
但
馬
の
各
港
（
津
居
山・柴
山・香
住・

浜
坂
・
諸
寄
）
で
行
わ
れ
ハ
タ
ハ
タ
・
カ
レ
イ

類
な
ど
が
次
々
に
水
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

９
月
４
日
（
木
）
に
は
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
（
香

住
が
に
）
の
初
競
り
が
行
わ
れ
、
近
畿
圏
唯
一

の
水
揚
げ
港
で
あ
る
香
住
港
に
は
報
道
陣
の
姿

も
多
く
見
ら
れ
、浜
は
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
近
年
は
、
解
禁
後
に
猛
暑
や
台
風
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
気
象

状
況
も
安
定
し
順
調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
今
漁
期
の
操
業
安
全

と
豊
漁
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

敷き詰められた“香住がに”

但
馬
地
区
の
沖
合
底
曳
網
漁
業
・

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
が
解
禁

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
但
馬
支
所

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
農
林

中
央
金
庫
共
催
の
「
第

12
回
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン

ク
全
国
大
会
」
が
７
月

22
日
（
火
）
東
京
・
港

区
の
ザ
・
プ
リ
ン
ス

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
で

開
か
れ
ま
し
た
。「
浜

の
暮
ら
し
を
守
る
信
頼

の
金
融
へ
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
た
大
会
に

は
、
全
国
か
ら
貯
蓄
推

進
委
員
、
優
良
Ｊ
Ｆ
女

性
部
ら
関
係
者
等
約

１
３
０
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
大
会
で
は
全
国
の
推

進
委
員
に
対
す
る
感
謝

状
の
贈
呈
が
あ
り
、
兵

庫
は
Ｊ
Ｆ
湊 

杉
谷 

富

弘
組
合
長
、
Ｊ
Ｆ
赤
穂

市 

大
河 

優
組
合
長
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
Ｊ
Ｆ
根 

室
湾
中
部 

酒
井 

昌
子
女
性
部
部
長
お
よ
び
宮
城
県
漁
協
女
性
部

連
絡
協
議
会 

畠
山 

悦
子
会
長
、
同
漁
協 

飯
尾 

英
樹
信
用
共
済

部
長
に
よ
る
県
域
事
例
発
表
や
、
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
草
野 

仁
氏
に
よ
る
「
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
」
と
題
し
た
記
念
講

演
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
大

会
宣
言
が
採
択
さ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ＪＦ兵庫信漁連第12回 ＪＦマリンバンク全国大会

ノドグロもたくさん揚がりました 安全で豊漁の年となりますように…
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７
月
31
日
（
木
）、
神
戸
市

内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
全
国

底
曳
網
漁
業
連
合
会 
吉
岡 

修

一
会
長
（
Ｊ
Ｆ
但
馬
）
の
旭

日
中
綬
章
受
章
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
２
３
０
人
が
出
席
し
、
功

績
を
た
た
え
受
章
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　
吉
岡
会
長
は
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
全
国
共
済
水

産
業
協
同
組
合
連
合
会
の
代
表
理
事
会
長

と
し
て
、
共
済
金
の
迅
速
な
支
払
態
勢
を
構

築
し
被
災
さ
れ
た
漁
業
者
や
漁
協
の
再
建

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
韓

漁
業
問
題
で
は
卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
さ

れ
底
曳
網
漁
業
の
経
営
維
持
や
資
源
管
理

の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
こ
の
た
び

の
旭
日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｆ
グ

ル
ー
プ
兵
庫 

山
田 

隆
義
会
長
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
）
が
「
旭
日
中
綬
章
受
章
は
本
県
漁

業
者
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
私
ど
も
が
偉
大
な
功
績
を
継
承

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
今
後
と
も
本
県

漁
業
の
振
興
に
ご
指
導
を
賜
ら
ん
こ
と
を

切
に
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
兵
庫
県 
井
戸 

敏
三
知
事
が
「
平

成
19
年
の
旭
日
双
光
章
に
続
く
上
の
受
章

と
な
っ
た
。
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、

今
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
一
句
を
贈
ら
れ

ま
し
た
。
衆
議
院 

谷 

公
一
議
員
は
「
２
度

の
叙
勲
は
な
か
な
か
な
い
。
我
が
事
の
よ
う

に
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
」と
称
え
ま
し
た
。

水
産
庁 

本
川 

一
善
長
官
は
「
水
産
日
本
の

復
活
に
向
け
て
、
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
全
漁

連 

岸 

宏
会
長
も
「
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経

験
を
生
か
し
て
、
全
国
の
漁
業
者
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
受
章

者
か
ら
「
皆
様
方
の
温
か
い
ご
配
慮
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
思
い
も
か
け

な
い
光
栄
に
身
が
縮
む
想
い
で
す
。
今
後

も
受
章
を
励
み
に
全
底
連
会
長
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
く
鏡
開
き
で
は
、
吉
岡
会
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
と
と
も
に
大
日
本
水
産
会 

白
須 

敏
朗
会
長
の
音
頭
で
行
わ
れ
祝
宴
に

入
り
ま
し
た
。
中
締
め
で
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁

連 

山
田 

峰
人
会
長
か
ら
万
歳
三
唱
の
発
声

が
あ
り
、
Ｊ
Ｆ
ぎ
ょ
さ
い
兵
庫 

川
越 

一
男

組
合
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
浜
を
元
気
づ
け

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
を
し
、
盛
況

裡
の
う
ち
に
祝
賀
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「吉岡 修一氏旭日中綬章受章
祝賀会」が開催される

お祝いの言葉を贈られた谷衆議院議員、本川水産庁長官、岸ＪＦ全漁連会長（左から）

山田会長の挨拶

白須会長の音頭で行われた鏡開き

◀大勢の方々がお祝いに訪れました

井戸知事からは歌の披露もありました
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コ
ー
プ
こ
う
べ
・
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
・
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
に
よ
る
協
同
組
合
の
連
携
活
動
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
マ
リ
ン
ス
ク
ー
ル
（
２
コ
ー
ス
）
が

今
年
も
開
催
さ
れ
、参
加
し
た
親
子
連
れ
（
１
８
９

人
）
は
楽
し
く
漁
業
や
県
内
産
水
産
物
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
第
32
回
と
な
る
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
コ
ー
ス
（
７
月
24

～
25
日
）
で
は
「
せ
り
市
」
を
見
学
し
た
り
、「
魚

の
つ
か
み
取
り
」、「
ヒ
ラ
メ
稚
魚
の
放
流
」、「
タ

コ
の
塩
も
み
」
な
ど
を
体
験
し
た
ほ
か
、
子
供
た

ち
は
県
内
の
漁
業
や
環
境
の
話
を
聞
い
た
後
、
お

魚
ク
イ
ズ
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
答
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
稚
魚
の
放
流
で
は
、
神
戸
市
立
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
魚
を
増
や

す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
一
方
、
第
４
回
と
な
る
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
コ
ー
ス
（
８
月
１
～

２
日
）
で
は
、
晴
天
の
も
と
「
干
し
ダ
コ
作
り
」
や
「
ア
ジ
の
三
枚
お
ろ
し
」、「
チ
リ

メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
探
し
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
普
段
魚
に
ふ
れ
る
機
会
が

少
な
い
と
み
え
、ど
の
内
容
も
親
子
で
一
緒
に
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
多
く
の
方
が
来
年
も
参
加
し
た

い
と
の
こ
と
で
、

と
て
も
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
よ
う
で

す
。
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
で
は
、
こ
の
マ

リ
ン
ス
ク
ー
ル
を

通
し
て
、
漁
業
や

水
産
物
を
よ
り
広

く
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
と
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
開
催
！

平
成
26
年
度 

マ
リ
ン
ス
ク
ー
ル

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
広
報
部

　
８
月
11
日
（
月
）、
平
成
26
年
度
兵
庫
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
発

表
会
が
明
石
市
二
見
町
の
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
１
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
兵
庫
県
に
お
け
る
水
産
試
験
研
究

の
最
新
の
成
果
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
発
表
す
る
も
の
で
、同
セ
ン
タ
ー

見
学
会
と
併
せ
て
、
毎
年
、
夏
休
み
の
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
研
究
発
表
会
は
午
後
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
研
究
員
の
ほ
か
、

漁
業
者
、
系
統
団
体
の
報
告
が
あ
っ
た
た
め
か
、
会
場
に
は
多
く
の
漁
業

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
表
（
別
表
参
照
）
は
、
こ
れ
か
ら
の
水
産
の
技
術
開
発
に
重

要
な
研
究
課
題
や
新
た
な
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た

参
加
者
は
真
剣
に
聴
き
入
り
、
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
は
多
く
の
意
見
が

交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
度 

兵
庫
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

研
究
発
表
会 

開
催

発  表  内  容 研  究  者  名
瀬戸内海東部海域の漁場環境と漁業の現状

及び今後の課題について 反田　　實（水産技術センター 技術参与）

効率的なカキ養殖と漁場環境の保全を目指して 磯部　公一（ＪＦ室津）
バイオテレメトリーによるズワイガニの行動追跡 大谷　徹也（但馬水産技術センター 主席研究員）
アサリ種苗生産　～大型化への取り組み～ 大西　祐介（（公財）ひょうご豊かな海づくり協会 主査）
近年のイカナゴシンコ漁 中村　行延（水産技術センター資源部　主席研究員）

（敬称略）

ヒラメ稚魚を放流しました!（ＪＦ神戸市コース）

親子で干しダコ作りに挑戦（SEAT-CLUBコース）

発表会の様子
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
摂
津
播
磨
地
区
漁

協
青
壮
年
部
連
合
会

（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ

Ｆ
伊
保
）
は
９
月
２
日

（
火
）・
３
日
（
水
）
に

視
察
研
修
会
を
開
催

し
、
同
部
員
を
は
じ
め

系
統
団
体
職
員
な
ど

約
30
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
県
外

の
漁
業
関
連
施
設
を

中
心
に
研
修
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
「
県
内
の
漁
協
系
統
団
体
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、

兵
庫
県
水
産
会
館
に
お
い
て
系
統
8
団
体
か

ら
説
明
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
初

め
て
兵
庫
県
内
の
み
の
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　
水
産
会
館

で
は
、
各
系

統
団
体
が
持

ち
時
間
20
分

の
間
に
、
組

織
概
要
や
業

務
内
容
に
つ

い
て
話
が
さ

れ
、
質
疑
応

答
で
は
活
発

な
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し

た
。「
こ
れ

ま
で
知
ら
な

か
っ
た
団
体

も
あ
っ
た
」

と
の
声
も
あ

り
、
部
員
ら

は
理
解
を
深

め
た
よ
う
で

し
た
。

　
翌
日
は
、

淡
路
市
に
あ

る
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部 

大
阪
湾
海
上

交
通
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
：
マ
ー
チ

ス
）
を
訪
れ
、
海
上
交
通
に
お
け
る
安
全
対

策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、
明
石
海
峡

周
辺
の
大
型
船
舶
へ
の
航
行
管
制
や
情
報
提

供
の
業
務
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
実
際
の

監
視
モ
ニ
タ
ー
や
レ
ー
ダ
ー
画
面
、
イ
カ
ナ

ゴ
解
禁
日
の
レ
ー
ダ
ー
の
様
子
を
ま
と
め
た

映
像
な
ど
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

摂津播磨地区漁協青壮年部連合会

「平成26年度摂津播磨地区漁協青壮年部連合会 視察研修会」開催
　～系統団体と海上交通について学ぶ～

　
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山
崎 

大
輔
会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡
路

島
岩
屋
）
は
８
月
23
日
（
土
）
明
石
市
水
産
会
館
で
コ
ー
プ
こ
う
べ
組

合
員
親
子
ら
約
40
名
を
対
象
に
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
兵
庫
県
の
漁
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
漁
師
と
魚

の
お
は
な
し
」
と
題
し
て
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
同
漁
青
連 

相
田 

欽
司
監
事
が
行
い
、
参
加
者
達
は
漁
業
の
現
状
や
獲
れ
る
魚
の

種
類
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
料
理
教
室
で
は
講
師
は
同
漁
青
連 
渡
邊 

直
部
員
が
務
め

ま
し
た
。参
加
者
達
は
、渡
邊
部
員
の
鯛
の
捌
き
方
を
し
っ
か
り
見
習
い
、

上
手
に
魚
を
捌
き
、
ソ
テ
ー
に
し
た
ほ
か
、
ア
ラ
汁
、
わ
か
め
と
ち 

り
め
ん
の
酢

の
物
を
作
り 

ま
し
た
。
そ

し
て
出
来
上

が
っ
た
料
理

を
囲
み
な
が

ら
、
参
加
者

と
ス
タ
ッ
フ

が
同
じ
テ
ー

ブ
ル
に
着

き
、
普
段
な

か
な
か
聞
け

な
い
魚
や
海

の
こ
と
な
ど

を
質
問
し
て

盛
況
に
終
了

し
ま
し
た
。

青
壮
年
部
員
ら
が
出
張
料
理
教
室

　
～ 
コ
ー
プ
こ
う
べ
組
合
員
を
対
象
に
～

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

調理実習風景

挨拶をする大西会長

航行管制について説明を受ける部員らMARTISの屋上から播磨灘を望む



　
消
費
者
庁
は
、
こ
れ
ま
で
厳
し
く
制
限
し
て
き

た
食
品
の
機
能
性
表
示
を
来
春
に
も
規
制
緩
和
す

る
よ
う
で
す
。
平
成
25
年
１
月
発
足
の
規
制
改
革

会
議
、
そ
の
後
の
規
制
改
革
実
施
計
画
（
平
成
25

年
６
月
14
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
有
識
者
委

員
に
よ
る
検
討
会
を
重
ね
今
年
７
月
に
報
告
が

纏
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
現
行
制
度
で
は
、
対
象

成
分
を
限
定
し
た
栄
養
機
能
食
品
や
、
臨
床
試
験

や
時
間
と
費
用
な
ど
煩
雑
な
手
続
き
を
要
す
る
特

定
保
健
用
食
品
に
の
み
機
能
性
表
示
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
す

ぎ
る
こ
と
が
課
題
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
規
制
改
革
実
施
計
画
に
は
「
特
定
保

健
食
品
、
栄
養
機
能
食
品
以
外
の
い
わ
ゆ
る
健
康

食
品
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
機
能
を
有
す
る
成
分

を
含
む
加
工
食
品
及
び
農
林
水
産
物
に
つ
い
て
、

機
能
性
の
表
示
を
容
認
す
る
新
た
な
方
策
を
検
討

す
る
こ
と
」
や
、
具
体
的
方
策
を
「
民
間
が
有
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
企
業
自
ら
科
学
的
根
拠

を
評
価
し
た
上
で
、米
国
の
表
示
制
度
を
参
考
に
、

企
業
等
の
責
任
に
お
い
て
機
能
性
を
表
示
す
る
」

等
々
、
規
制
の
厳
し
い
現
行
制
度
を
欧
米
並
に
緩

和
し
、
国
際
競
争
も
視
野
に
中
小
企
業
が
多
い
食

品
業
界
の
活
性
を
図
ろ
う
と
い
う
政
府
の
意
志
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
庁
は
検
討
会
の
報
告
を
受

け
て
、
加
工
食
品
、
生
鮮
食
品
に
も
機
能
性
表
示

を
認
め
る
方
向
で
政
府
内
調
整
を
進
め
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
「
水
産

物
こ
そ
機
能
性
食
品
の
代
表
格
で
あ
り
制
度
の
拡

充
を
」
と
持
論
を
展
開
し
て
い
た
㈱
ア
プ
ロ
ジ
ャ

パ
ン
代
表
取
締
役
白
石
俊
訓
氏
を
ジ
ャ
パ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
会
場

に
訪
ね
、
話
を
伺
っ
た
。
同
社
は
、
長
崎
県
五
島

地
区
な
ど
で
養
殖
業
者
と
一
体
に
な
り
Ｄ
Ｈ
Ａ
や

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
機
能
性
を
高
め
た
養
殖
魚
の
開
発
に
取

り
組
み
、
今
回
も
開
発
さ
れ
た
極
上
ブ
リ
な
ど
の

試
食
会
を
兼
ね
て
出
店
さ
れ
た
と
い
う
。
生
鮮
食

品
の
機
能
性
表
示
解
禁
の
動
き
を
ふ
ま
え
、「
養

殖
魚
に
さ
ら
に
付
加
価
値
を
付
け
る
チ
ャ
ン
ス
」

だ
し
、生
産
者
の
管
理
責
任
も
大
き
く
な
る
が「
品

質
の
格
差
も
大
き
く
な
る
」
さ
ら
に
「
強
力
な
販

売
ツ
ー
ル
と
し
て
、業
界
の
経
営
安
定
に
繋
が
る
」

と
、
価
格
先
行
の
時
代
か
ら
品
質
格
差
の
時
代
へ

の
幕
開
け
と
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
。

　
生
鮮
水
産
物
の
機
能
性
表
示
が
可
能
と
な
れ

ば
、
魚
介
藻
類
の
も
つ
健
康
面
へ
の
明
確
な
ア

ピ
ー
ル
が
可
能
と
な
り
、
鮮
度
と
旬
、
安
全
安
心

な
水
産
物
に
、
厳
格
な
科
学
的
根
拠
を
も
っ
て
機

能
性
表
示
が
あ
れ
ば
、
輸
入
水
産
物
と
の
差
別
化

も
期
待
で
き
ま
す
。
何
よ
り
、
食
料
安
保
へ
話
題

が
広
が
り
ま
す
。
戦
国
の
世
で
難
攻
不
落
、
籠
城

戦
に
強
い
城
も
、
糧
道
を
絶
た
れ
た
ら
落
城
・
開

城
し
た
と
い
い
ま
す

が
、
島
国
日
本
は
当

に
そ
の
危
険
を
抱
え

て
い
ま
す
。
水
産
物

の
機
能
性
表
示
解
禁

は
日
本
の
食
を
見
直

す
絶
好
の
機
会
で

す
。
ま
た
、
日
本
固

有
の
食
文
化
の
再
構

築
に
向
け
て
、
そ
れ

だ
け
の
選
別
眼
を
も

つ
消
費
者
を
育
て
る

よ
う
官
民
関
係
者
の

一
致
協
力
へ
努
力
も

必
要
で
す
。
消
費
者

庁
の
機
能
性
表
示
制

度
の
動
向
に
注
目
し

ま
し
ょ
う
。

 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

但馬地区漁協青壮年部連合会

生
鮮
食
品
の
機
能
性
表
示 

来
春
に
も
解
禁
か
？（
コ
ラ
ム
）

　
但
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山
中 

康
正
会
長
：
Ｊ
Ｆ
但
馬
）

は
、
８
月
20
日
（
水
）～
22
日
（
木
）
の
３
日
間
に
わ
た
り
東
京
を
訪

れ
第
16
回
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
や
築

地
市
場
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
は
外
食
業
・
水
産
卸
売
業
・
水
産
加
工
業
な

ど
様
々
な
ブ
ー
ス
に
て
、
水
産
加
工
品
の
試
食
や
冷
凍
機
器
の
見
学
な

ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
は
Ｊ
Ｆ
浜
坂
の
ホ
タ
ル
イ
カ
付
加
価

値
向
上
に
つ
な
が
る
、
プ
ロ
ト
ン
凍
結
さ
れ
た
ホ
タ
ル
イ
カ
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
の
一
等
地
で
あ
る
築
地
市
場
や
銀
座
三
越
で
香
住
産
と
大

き
く
表
示
さ
れ
た
ハ
タ
ハ
タ
や
カ
レ
イ
一
夜
干
し
が
販
売
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
誇
り
を
感
じ
る
と
共
に
、
こ
れ
だ
け
の
多
く
の
魚
介
類
が
売
れ
て
い

く
東
京
の
購
買
力
に
驚
き
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
を
さ
ら

に
高
鮮
度
で
丁
寧
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

ホタルイカのプロトン凍結が並ぶ 大勢の人で賑わうシーフードショー

三越店頭には兵庫産ハモの湯引きも売られていた 銀座三越で売られるハタハタ

築地市場と東京シーフードショーを視察

7
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
に
す

る
た
め
に
何
が
必
要
か
？
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
豊
か
な

瀬
戸
内
海
の
再
生
」
が
９
月
１

日
（
月
）、
神
戸
市
内
で
開
催

さ
れ
、
産
学
官
か
ら
環
境
関
係

者
ら
約
４
５
０
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
環
境
保

全
知
事・市
長
会
議
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ・

環
境
創
生
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
４
団
体
が
主
催
し
、（
公
社
）

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
ら
2

団
体
が
協
力
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
知
事
市
長
会
議
議
長
で

あ
る
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事

は
「
一
度
汚
れ
た
海
が
回
復
し
た
例
は
世

界
に
な
い
と
い
う
が
、
瀬
戸
内
海
は
“
き

れ
い
な
海
”
に
回
復
し
た
が
課
題
は
残
っ

た
。
そ
こ
で
、
美
し
く
豊
穣
の
海
“
瀬
戸

内
海
”
の
再
生
を
図
ろ
う
と
１
４
２
万
人

の
署
名
活
動
な
ど
、
10
年
に
亘
り
運
動
を

行
っ
て
き
た
。
先
日
も
『
瀬
戸
内
法
の
改

正
法
案
を
次
期
国
会
で
是
非
成
立
を
』
と

知
事
市
長
会
議
と
し
て
要
請
し
て
き
た
。

今
後
は
、
再
生
に
向
け
た
い
く
つ
か
の
考

え
方
に
つ
い
て
専
門
の
諸
先
生
の
意
見
を

伺
い
つ
つ
、“
瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
も
っ
と

広
く
活
用
で
き
な
い
か
？
”、“
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
如
何
に
引
き
出
し
、
共
生
空
間
に
ど

う
活
か
し
て
ゆ
く
か
”
を
考
え
て
い
き
た

い
。
豊
か
な
海
へ
話
題
の
広
が
り
を
願
う
」

と
開
会
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

講
演
と
総
合
討
論
が
行
わ
れ
、
瀬
戸
内
海

の
多
面
的
価
値
や
機
能
に
つ
い
て
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
は
▼
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
の
改
正
へ
の
取
り
組
み
（
県
環
境
管

理
局 

秋
山 

和
裕
局
長
）
▼
持
続
可
能
な

沿
岸
海
域
実
現
を
目
指
し
た
沿
岸
域
管
理

手
法
の
開
発
の
研
究
目
標
・
方
針
に
つ
い

て
（
国
際
エ
メ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー 

柳 

哲
雄

委
員
）
▼
豊
か
な
瀬
戸
内
海
と
は
ど
の
よ

う
な
海
か
（
広
島
大
学 

西
嶋 

渉
教
授
）
▼

干
潟
・
藻
場
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
（
香
川

大
学 

多
田 

邦
尚
教
授
）
▼
瀬
戸
内
海
の
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
の
経
済
的
価
値
（
立
命
館

大
学 

仲
上 

健
一
特
任
教
授
）
の
多
岐
に

亘
り
、
豊
か
な
海
へ
様
々
な
視
点
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
「
改
正
法
の
実

効
に
は
各
省
庁
の
横
の
連
携
が
重
要
。
研

究
者
の
意
見
と
法
の
実
行
者
が
一
体
と
な

り
成
果
を
上
げ
て
ほ
し
い
」、「
海
の
環
境

に
は
流
域
文
化
の
関
わ
り
も
大
き
い
。
後

方
の
山
を
含
め
て
対
象
を
広
げ
、
県
民
に

判
り
や
す
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
し
て
ほ
し

い
」、
ま
た
「
防
災
の
視
点
で
は
ス
ー
パ
ー

堤
防
が
必
要
で
、
豊
か
な
海
に
は
垂
直
護

岸
が
否
定
さ
れ

て
い
る
。
ど
ち

ら
を
優
先
す
る

の
か
？
」
な
ど

の
厳
し
い
意
見

が
出
さ
れ
、「
豊

か
な
海
」
実
現

へ
ま
だ
ま
だ
道

程
は
遠
い
と
の

認
識
を
新
た
に

し
た
反
面
、
懸

案
の
法
改
正
は

大
き
な
第
一
歩

だ
と
い
う
こ
と

を
再
確
認
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
な
り
ま
し
た
。

（一財）兵庫県水産振興基金

瀬戸内法改正法案 今秋国会で是非成立を！
　シンポジウム「豊かな瀬戸内海の再生」開催

　
８
月
21
日
（
木
）、
明
石
市
漁
業

組
合
連
合
会
（
会
長
：
Ｊ
Ｆ
西
二
見 

山
本 

章
等
組
合
長
）・
兵
庫
県
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
（
山
田 
隆
義
会

長
）
は
、
水
産
会
館
に
て
、
公
明
党

兵
庫
県
本
部
の
視
察
研
修
会
を
受
入

ま
し
た
。
公
明
党
か
ら
は
、
濱
村 

進
衆
議
院
議
員
、
伊
藤 

勝
正
県
議

会
議
員
を
始
め
、
県
内
市
議
が
多
数

参
加
。
明
石
市
連
か
ら
は
会
員
Ｊ
Ｆ

組
合
長
と
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田

会
長
、
山
口 

徹
夫
専
務
ら
が
応
対

し
ま
し
た
。

　
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
挨
拶
の
後
、

山
口
専
務
が
「
瀬
戸
内
海
漁

業
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し

て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
意
見
交

換
が
あ
り
主
に
魚
価
向
上
と

魚
食
普
及
が
テ
ー
マ
に
な
り

ま
し
た
。
漁
業
者
側
か
ら
魚

価
の
向
上
に
つ
い
て
「
国
は

６
次
産
業
化
の
推
進
と
簡
単

に
言
う
が
、
漁
業
者
が
従
来

の
漁
業
活
動
に
加
え
て
販
売

推
進
ま
で
行
う
の
は
負
担
が

大
き
い
。
む
し
ろ
流
通
関
連

業
者
と
の
よ
り
良
い
連
携
を

模
索
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
意
見
や
、
魚

食
普
及
に
つ
い
て
「
子
供
の

頃
か
ら
魚
食
に
親
し
む
こ
と

が
必
須
だ
が
、
学
校
給
食
へ
の
参
入

は
価
格
的
な
制
約
も
あ
っ
て
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
そ
れ
ら
を
総
合
的
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
機
構
が
必
要

で
は
な
い
か
」
な
ど
活
発
に
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
明
党
議
員
か
ら
は
、「
明
石
市

は
行
政
・
業
界
の
連
携
し
た
取
組
が

成
熟
し
て
お
り
良
い
お
手
本
に
な

る
。
今
日
の
意
見
交
換
を
ふ
ま
え
て
、

儲
か
る
漁
業
と
す
る
よ
う
頑
張
り
た

い
。」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
、
研
修

会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
致
し
ま
し

た
。

公
明
党
兵
庫
県
本
部
視
察
研
修
に
来
館

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
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日
本
に
一
番
近
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
呼
ば
れ
る
ロ
シ

ア
極
東
地
域
。

　
そ
の
中
心
地
の
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
地
区
と
兵
庫
県
と

の
友
好
提
携
が
結
ば
れ

て
、
今
年
で
45
周
年
と
な

り
ま
す
。

　
（
公
財
）兵
庫
県
国
際
交

流
協
会
（
齋
藤 

富
雄
理
事
長
）
で
は
、人
々

と
の
交
流
の
輪
を
拡
げ
る
た
め
「
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
友
好
提
携
45
周
年
記
念
兵
庫
県
民
交
流

団
」
を
募
集
し
、
漁
業
界
か
ら
４
名
の
水
産

交
流
団
を
編
成
し
参
加
し
ま
し
た
。
同
県
民

交
流
団
（
総
勢
39
名
）
は
８
月
19
日
（
火
）

～
23
日
（
土
）
の
間
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
な

ら
び
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
を
訪
れ
、
友
好

記
念
行
事
へ
の
参
加
や
、
市
民
と
の
草
の
根

交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
19
日
に
伊
丹
空
港
を
発
っ
た
一
行
は
、
新

潟
空
港
を
経
由
し
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
へ
移
動

し
、
翌
20
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
「
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
友
好
提
携
記
念
行
事
」

に
出
席
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
側
か

ら
は
イ
ワ
シ
キ
ン
副
知
事
を
は
じ

め
と
す
る
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
議
員

や
各
界
の
関
係
者
約
35
名
、
兵
庫

県
か
ら
は
井
戸 
敏
三
知
事
を
は
じ

め
県
議
会
議
員
、
市
町
長
、
同
交

流
団
約
85
名
が
出
席
す
る
な
か
、

45
年
に
も
及
ぶ
友
好
関
係
の
今
後

の
継
続
と
発
展
を
願
い
、
交
流
を
深

め
る
光
景
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
見

受
け
ら
れ
、
盛
会
の
う
ち
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
ま
た
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

滞
在
中
に
は
、
市
民
の
多
く
が
所

有
し
夏
季
や
週
末
を
過
ご
す
ダ
ー

チ
ャ
（
農
園
）
を
訪
問
し
、
そ
こ

で
ロ
シ
ア
家
庭
料
理
が
振
舞
わ
れ

る
な
ど
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　
21
日
は
、
市
内
の
市
場
や
教
会

な
ど
を
見
学
後
、
次
の
訪
問
地
で
あ
る
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
市
に
向
か
う
た
め
、
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
団
員
ら
は
、
ロ

シ
ア
の
広
大
な
大
地
を
車
窓
に
眺
め
つ
つ
、

寝
台
車
で
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
22
日
の
朝
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
に
到
着

後
、
市
内
の
教
会
な
ど
観
光
地
を
見
学
し
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
日
の
夕
食
時
、
水
産
交

流
団
は
水
産
物
消
費
の
現
状
を
調
査
す
べ
く

市
内
の
寿
司
店
へ
向
か
っ
た
の
で
す
が
、
雨

の
た
め
市
内
の
道
路
は
川
の
よ
う
に
流
れ
、

地
下
街
に
向
か
う
階
段
は
滝
の
よ
う
な
有
り

様
。
水
産
交
流
団
の
４
名
は
脛
近
く
ま
で
水

に
浸
り
、
雷
鳴
と
ど
ろ
く

中
、
ガ
イ
ド
に
導
か
れ
寿

司
店
に
向
か
っ
た
の
で
し

た
。

　
何
と
か
到
着
し
た
一
行

は
、
店
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

や
海
苔（
中
国
産
）を
使
っ

た
寿
司
を
中
心
に
注
文
し
、

そ
の
味
や
食
材
の
原
産
地

を
確
認
し
た
ほ
か
、
店
員

へ
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
聞
き

込
み
を
し
ま
し
た
。

　
雷
雨
の
過
ぎ
た
23
日

朝
か
ら
は
帰
国
の
途
に

就
き
、
同
日
夕
方
に
は

無
事
に
伊
丹
空
港
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
行
程
の
な
か
で
、
21

日
、
22
日
に
は
、
地
元

の
大
学
で
日
本
語
を
学

ぶ
学
生
と
の
交
流
が
も

た
れ
た
ほ
か
、
ガ
イ
ド

の
説
明
で
は
日
本
に
興

味
を
持
つ
若
者
も
多
い

と
の
こ
と
で
す
。
両
市
内
と
も
日
本
車
が
溢

れ
、
無
料
で
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

学
校
も
あ
る

と
聞
き
、
今

後
、
兵
庫
と

の
友
好
を
さ

ら
に
深
め
て

い
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う

に
思
え
た
ロ

シ
ア
訪
問
と

な
り
ま
し

た
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
友
好
提
携
45
周
年
記
念
兵
庫
県
民
交
流
団
へ
参
加

　

～
水
産
交
流
団
４
名
が
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
訪
問
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

ダーチャにて地元子供たちが歓迎の踊りを披露

ウラジオストクはロシア太平洋艦隊の停泊する軍港でもある

ウラジオストクの寿司ネタは野菜が多く感じられた

道路は川のように流れ、この後さらに増水し… シベリア鉄道（右）とモスクワまで9,288㎞を示すポスト
（シベリア鉄道終点のウラジオストク駅にて）

挨拶を行う井戸知事（右から２番目、右端は兵庫県議会 松本 隆弘副議長）
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ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

固型式ライフジャケットはメンテナンスが要りません。
最近は、軽くて薄いものもあります。
涼しくなってきたこの
時期に是非どうぞ！

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、一人乗りの漁船の場合、

ライフジャケットを着用してください。

海難事故をなくそう！

浮きま
す!

固型式ライフジャケット

モデル：ＪＦ坊勢
　　　  大角 生馬さん

モデル：ＪＦ仮屋　相田 欽司さん
　　　 （ＪＦ仮屋海上安全講習会より）

10月は「地球環境時代！新しいライフスタイル展開キャンペーン」月間です。
～環境にやさしい買い物をしましょう～　　　　

　新しいライフスタイル委員会及び兵庫県が、地球環境時代における新しいライフス
タイルの展開を促進するためのキャンペーンを実施します。
　みなさんも、この機会にぜひ環境に配慮した消費行動をはじめ、地球環境に負荷を
与えない生活を実践してみてください。

実施期間：平成26年10月１日（水）～10月31日（金）
　　　　　地球環境時代！新しいライフスタイルを展開しよう～
実施主体：新しいライフスタイル委員会、兵庫県

“みらいちゃん”
環境に

やさしい
買い物の

シンボルマーク

地球環境時代に適応した新しいライフスタイルの展開とは…
　地球温暖化、生物多様性、廃棄物などの地球問題の重大さを認識し、日常の身近なところから、地球
環境に負荷を与えない生活を実践すること。

具体的には…
　・環境にやさしい買い物をしましょう

　買い物袋を持参し、再生品・「地元産」「旬」のもの・包装の少ないもの・詰替用の商品・はかり売りのもの・
容器は再利用できるもの・長く使えるもの・環境負荷の少ないものを選びましょう。

　・省エネ生活を徹底しましょう
　人のいない部屋は消灯する、テレビをつけっぱなしにしない、外気温に注意し不要な冷暖房は控える、
冷蔵庫は整理整頓し扉の開閉回数も少なくする、入浴時はお湯やシャワーの使いすぎに注意する、駐停
車時はアイドリングストップするなど、地球と家計にやさしい省エネ生活を徹底しましょう。

お問い合わせ：兵庫県環境政策課活動支援班  TEL ０７８－３６２－３１５６
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　神戸医療生活協同組合では、６月14日、小野
市で「田植え体験会＆どろんこ遊び」を実施しま
した。インターネットからの申込みが多く、大
阪や姫路など遠方からの参加もあり、大人30人、
子ども37人の67人でにぎわいました。また、３
組の生協への新加入もありました。昨年参加され
た方が今回お友達を誘って参加されたりと、徐々
に輪が広がっています。
　田んぼの中でかけっこや綱引きをして、子ども
はもちろん大人もどろんこになりながら、楽しみ
ました。カエルをつかまえたり、大きなカエルに
触ったり、自然の中で思いっきり楽しみ、帰る頃
には「楽しかった！」と笑顔があふれていました。
　今年は家で育てられるように稲をお土産にしま
した。お米がどのようにしてできていくのかを
日々観察すること、できたお米を食べることで食
育を目指しています。
　神戸医療生協では、さまざまなイベントを通し
て、親子で体験や思い出を重ね、成長を育むこと、
交流を目的とした「いるかクラブ」があります。
自然に触れ合う機会、親子で参加できるイベント
の企画・運営などをしています。今年は８月に手
作りウィンナー教室を行い、10月には地引網ま
つり、12月にクリスマスケーキづくりなども開
催します。今後もたくさんの笑顔が広がるように
と願いながら企画・運営していきます。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　ＪＡ兵庫六甲櫨谷支店併設の直売所「農協市場
館 マルシェ六甲」が７月26日（土）にオープンし、
オープニングイベントを行いました。
　同直売所は、1999年に開設した「農協市場館 レ
インボーショップ櫨（はぜ）」と、６次産業化に取り
組む「神戸牛（うし）牧場」（神戸市西区櫨谷町）が
新たに直営店として入店しオープンとなったもので
す。従来の地元新鮮野菜や米の販売に加え、牛肉
や豚肉を扱う精肉コーナーやコロッケ、ミンチカツ、
焼豚などを扱う総菜コーナーを設置。精肉コーナー
では、来店者にゆっくり商品を見てもらえるようオ
リジナルショーケースを用いて、肉の選び方や食べ
方など気軽に相談しやすい接客を目指しています。
　当日は同ＪＡや直売所の代表者ら５名によるテー
プカットがおこなわれ、同ＪＡの北畑 親昭代表理
事組合長は「地元産の農畜産物や加工食品の魅力
をしっかり伝えたい」と挨拶をしました。９時の開
店前から地域住民らが列をなし、開店と同時にトマ
トやトウモロコシ、ナスなど地元生産者による新鮮
野菜や、サーロインステーキなどの肉を買い求めま
した。来店者からは「以前から直売所を利用してい
たが、新鮮な野菜だけでなく肉も買えるようになっ
てうれしい」「孫が地元の野菜が大好きでいつも一
緒に買いに来る」といった声が上がっていました。

【農協市場館 マルシェ六甲】
　住　　所：神戸市西区櫨谷町長谷334－１
　Ｔ Ｅ Ｌ：078－992－9285
　営業時間：９：00～18：00
　定 休 日：木曜日・年末年始
　店舗面積：約183平方メートル
　駐車場台数：45台（マルシェ六甲11台・櫨谷支店34台）

「農協市場館 マルシェ六甲」
オープン

自然にふれ、たくさんの
笑顔があふれた田植え体験会

田植えがこんなに楽しいとは思わなかった！

◀ 代表者らに
よるテープ
カット

新鮮な農畜産物を買い求める来店者
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《
言
葉
》と
い
う
も
の
は
、
必
要
が
あ
っ
て
生
ま
れ
た
か
ら
全
て
に
語
源
が

あ
る
。
調
べ
る
と
、
単
純
明
快
な
も
の
と
複
雑
さ
に
驚
か
さ
れ
る
も
の
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に
二

分
さ
れ
る
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広
辞
苑
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編
者
、
新
村
出
（
し
ん
む
ら
い
ず
る
）の
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の
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に
『
語
源
を
さ
ぐ
る
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あ
る
。
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に
至
っ
て
な
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語
誌
を
探
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、
言
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成
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る
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れ
る
。
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あ
る
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き
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と
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源
を
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め
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逍
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た
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字
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語
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。
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書
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潜
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な
け

れ
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。

◆
《
本
》と
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う
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樹
木
の
下
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を
示
し
た
「
象
形
文
字
」で
、
根
幹
と
か
ミ

キ
を
表
す
意
味
を
持
つ
と
い
う
。
語
源
は
二
通
り
あ
る
。「
書
物
」が
当
初
の
薄

い
木
片
に
書
か
れ
た
時
代
を
経
て
、
紙
が
発
明
さ
れ
て
巻
物
に
変
わ
る
。
書
を

数
え
る
単
位
を
一
巻
（
か
ん
）と
呼
ぶ
事
に
な
る
。
巻
物
が
冊
子
に
変
っ
て
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一
巻
と
呼
ぶ
習
慣
は
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り
、
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て
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位
を
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ん
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う
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変
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し
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書
物
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本
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っ
た
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い
う
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。
も
う
一
つ
は
、
多
く
の
書
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本
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発
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し
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書
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本
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。
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本
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あ
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。
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書
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新
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氏
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懐
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て
い
る
。

◆
『
万
葉
集
』に
用
い
ら
れ
た
万
葉
仮
名
は
、
す
べ
て
当
て
字
と
言
う
こ
と
だ

が
、
当
て
字
は
辞
書
一
冊
が
作
れ
る
ほ
ど
に
沢
山
あ
る
。
植
物
や
動

物
を
い
う
漢
字
に
も
難
読
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
当
て
字
で
は

な
く
、
漢
字
の
国
で
あ
る
中
国
の
固
有
名
詞
を
、
日
本
に
お
け
る
同

類
の
物
に
当
て
嵌
め
た
も
の
だ
か
ら
、
全
て
が
熟
字
訓
と
い
う
事

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
字
体
か
ら
全
く
判
断
が
出
来
な
い
。
非
常
に

難
読
に
な
っ
て
当
然
で
あ
る
。
百
日
紅
は
サ
ル
ス
ベ
リ
、
蒲
公
英
が

タ
ン
ポ
ポ
、
万
年
青
は
オ
モ
ト
、
河
豚
が
フ
グ
で
、
通
常
の
知
識
で

は
と
て
も
読
め
な
い
が
、
字
形
を
覚
え
て
仕
舞
う
と
楽
し
く
、
当
て

字
が
嬉
し
い
も
の
に
な
る
。

◆
北
海
道
を
旅
行
し
た
時
、
バ
ス
ガ
イ
ド
が
難
読
地
名
を
話
題
に

し
た
。
ツ
ア
ー
旅
行
者
に
は
楽
し
い
一
時
だ
っ
た
が
、
北
海
道
の
地

名
は
ア
イ
ヌ
語
に
漢
字
を
当
て
た
も
の
が
実
に
多
く
、
通
常
で
考

え
ら
れ
な
い
読
み
方
に
驚
か
さ
れ
た
。
忍
路
（
お
し
ょ
ろ
）、
咲
来

（
さ
っ
く
る
）、
晩
生
内
（
お
そ
き
な
い
）、
貴
老
路
（
き
ろ
ろ
）な
ど
。

言
葉
の
優
雅
さ
と
共
に
漢
字
の
当
て
方
の
旨
さ
に
も
舌
を
巻
い
た
。

石
狩
町
の
花
畔
（
は
ん
な
ぐ
ろ
）や
根
室
市
の
穂
香
（
ほ
に
お
い
）は

と
て
も
響
き
が
良
く
旨
す
ぎ
て
、
マ
サ
に
《
当
て
字
万
歳
》と
い
う

思
い
が
す
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

当て字万歳

青
葉
の
樹

６
月
の
大
輪
田
塾

　
10
日　
漁
業
法
概
要 
（
水
産
会
館
）　　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
度 

大
輪
田
塾
修
了
論
文
発
表
会

　
今
秋
に
研
修
課
程
修
了
を
目
指
す
第
８

期
生
が
そ
れ
ぞ
れ
任
意
の
研
究
項
目
で
作

成
し
た
修
了
論
文
を
発
表
す
る「
平
成
26

年
度
大
輪
田
塾
修
了
論
文
発
表
会
」が
、当

塾
運
営
委
員
や
県
・
漁
協
系
統
役
職
員
ら

約
50
名
が
出
席
す
る
な
か
、８
月
26
日（
火
）

兵
庫
県
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
塾
生
は
、認
定
審
査
委
員
か
ら
の
質
問

に
も
堂
々
と
答
え
、こ
れ
ま
で
学
ん
で
き

た
こ
と
の
集
大
成
と
な
る
修
了
論
文
の
発

表
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
を
代
表
し
て
講
評
を
行
っ
た
県

立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー 

山
村 

雅
雄
所
長
は
、

一
人
ず
つ
の
論
文
に
対
し
て
評
価
を
さ
れ

た
の
ち
、「
発
表
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

質
問
に
対
す
る
受
け
答
え
が
非
常
に
し
っ

か
り
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
研
修
の
成
果

が
う
か
が
え
る
」と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
輪
田
塾
で
学
び
感
じ
た
こ
と

　

第
８
期
生 

津
國 

和
哉
（
Ｊ
Ｆ
仮
屋
）

　

指
導
員
：
瓢 

雄
介 （
県
水
産
課
資
源
増
殖
室
）

健
全
な
組
合
経
営
に
向
け
て

　

第
８
期
生 

魚　

裕
之
（
Ｊ
Ｆ
一
宮
町
）

　

指
導
員
：
岩
佐 

隆
宏 （
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
）

高
船
齢
化
す
る
但
馬
地
区
の
漁
船
に
つ
い
て

　

第
８
期
生 

赤
松 

克
司
（
Ｊ
Ｆ
但
馬
）

　

指
導
員
：
水
田 

章 （
県
但
馬
水
産
事
務
所
）

（
発
表
順
：
敬
称
略
）

【
運
営
委
員
（
敬
称
略
）】
近
藤 

敬
三
（
県
農
林
水
産
局
水
産
課
）・ 

山
村 

雅
雄（
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）・
突
　々

淳（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
）・
戸
田 

氏
懿
（
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

修了論文発表の様子 委員からは様々な質問が…
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